
 

 

雲の切れ間から人家が見えるくらいに天

気が回復した。比較的平坦な登山道は、

危険のない安全なハイキングで人気のコ

ースである。広い山頂に着くと、大勢の

ハイカーで賑わっていた。高原の涼やか

な空気の中での食事は、一層おいしさを

際立たせる。山頂で 30 分ほど休んで、も

と来た道を引き返す。帰りは久しぶりの

「富士見の湯」で一風呂浴びて、予定よ

り 1 時間早い帰りとなった。 

（岸田信克 記） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6 月 15 日天気予報の雨を承知で 8 時

15 分桐生倶楽部をレンタカーで出発、日

足トンネルを経て先ずは中禅寺湖畔へ。

大鳥居から湖畔道路を時計回りに進み中

禅寺へ。御本尊は「立木観音様」で、湖

上に現れた千手観音の姿を開祖の月道上

人が桂の立ち木にそのまま彫り付けたの

が云われとのこと。本堂見学を経て山腹

に設置された回廊伽藍を一巡し駐車場へ。

湖畔道路を右に分け半月峠駐車場へ向か

う。第一駐車場では男体山を背景に標高

差 300ｍから見下ろす中禅寺湖の絶景を 

 
 

楽しむ。更に第二駐車場へ、ここからの

眺めは足尾方面の山しか見えないが、ま

だ、鉱山公害の影響が残っているのがわ

かる。湖畔道路に戻り、更に進み、隣り

合う英国、イタリア大使館別荘記念公園

近くに駐車。両国大使館別荘は平成 8 年

から 10 年に栃木県が譲り受け観光スポ

ットとしてリフォームした。イタリアは

カフェ、英国は軽食レストランがある。

イタリアでティータイムを取る。新緑の

木陰、白い湖岸、その先の澄んだ湖水、

遊覧船が目の前を通り発生した波が小さ

な音を立て湖岸を洗う。静寂の中で味わ

う最高の憩いのひと時でした。英国にも

立ち寄ったが使用していた時の姿を残し

ながらも、静かな環境をゆっくり楽しめ

るよう同じようにリフォームされていた。

湖岸を離れ日光市街へ向かう。大谷川に

架かる神橋手前約 1.5 ㎞にある田母沢御

用邸記念公園へ。目的地に着いたのが 13

時過ぎ、おなかのすき具合を優先し近く

の蕎麦屋で昼食。天皇、皇太子が明治 32

年から昭和 22 年まで使用していた御用

邸で 106 の部屋があり一部 2 階 3 階部分

があるものの大部分が平屋で広大な木造

建築である。屋根は銅板葺きで 1 階部分

の屋根は切れ目なくすべて繋がっていて

屋根面積は 7,000 ㎡に及ぶとのこと。執 
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